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　はじめに、令和元年度ＪＡ共済青森県小・中
学生書道コンクールならびに交通安全ポスター
コンクールに作品を応募していただいた皆さん
へ、心からお礼申しあげます。そしてめでたく
入賞された皆さん、本当におめでとうございま
す。
　本会が文化支援活動の一環として取組み主催
する両コンクールも、今年度で書道コンクール
が63回目、交通安全ポスターコンクールが42回
目を迎えることができました。また、質・量と
もに県内屈指のコンクールとして高い評価をい
ただいております。これもひとえに、県内小・
中学校の深いご理解とご指導・ご高配の賜物で
あり、ここに深く感謝の意を表する次第であり
ます。
　さて、このコンクールは、共済事業の理念で
ある相互扶助と思いやりの精神を、次代を担う
小・中学生の皆さんに伝えていくとともに、書
写教育への貢献と図画工作・美術教育の高揚を
図り、交通安全思想を幅広く社会に訴えること
を目的として開催しております。
　今年度の書道コンクールには、県下379校の
小・中学校ならびに特別支援学校の皆さんか
ら、半紙の部、条幅の部合わせて9,789点の応
募をいただき、交通安全ポスターコンクールに
は133校から656点の作品が寄せられました。
　両コンクールともに熱意溢れる非常に優秀な

作品が数多く見受けられ、作品をお寄せいただ
いた皆さんの日頃の努力の賜物と深く敬意を表
するとともに、保護者の皆様とご指導いただい
た先生方のご協力にも深く感謝申しあげます。
　今後は、最優秀賞受賞作品は県代表として全
国コンクールに出品することになっており、昨
年度は、書道で１名の生徒が「農林水産大臣賞」、
交通安全ポスターで２名の児童・生徒が「警察
庁長官賞」という名誉ある賞を受賞することが
できました。
　ここ数年、書道・交通安全ポスターともに連
続して全国表彰をいただいておりますので、今
年度も大いに期待しているところであります。
　学校、書道教室等いろいろな機会を活かし書
写教育、図画工作・美術教育を通じて芸術を学
ぶことは、皆さんの「創造性」を養うことに役
立つものと考えます。その意味でも、今後も努
力と精進を重ね、更なる技術の向上と研鑽を積
んでいただき、来年度以降も多数の作品の応募
を期待しております。
　最後に、両コンクールの運営にあたり格別の
ご尽力をいただきました県内各ＪＡおよび後援
団体、審査にあたっていただきました各審査委
員の皆さまに厚くお礼申しあげますとともに、
今後ともより一層のご理解とご協力をお願い
し、あいさつといたします。

ご あ い さ つ

全国共済農業協同組合連合会
青森県本部長　 福　士　雅　巳
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講　評
　昨年度も出品された方々の努力が結実し、全
国展において非常に優れた成績を収める結果と
なり喜ばしい限りです。
　出品状況の内訳は小中学校をあわせて9,789
点と遂に１万点の大台を切ってしまいました。
恐るべき児童減少です。参加校数379校で参加
校数は３校減少したものの廃校数は６校で率に
すれば下降ではないようです。小学校では総学
校数の90.3%、中学校にあっても61.2% という
高い参加率です。児童数減少の現状から考える
と悲観的ではありません。
　今年も一次選考に選ばれた小学生の作品は、
基礎的技術の高さと、大らかさが目立ちまし
た。中学生の作品は端正で落ち着きがある。い
ずれも長い時間をかけて技術を身につけたこと
による自信に満ちた輝かしい作品揃いでありま
した。
　日本には世界に誇る技術者がたくさんいらっ
しゃいます。その方々の多くは高齢化している
といわれています。なぜならば、彼らの多くは
金の卵と言われ、中学卒業後にその技術職に就
いていることで様々な意味で柔軟性のある時期
からスタートしているということが要因のよう
です。

　陶磁器の世界でいえば、大正時代のあたりま
では12歳頃から仕事をし、指や手も体そのもの
も仕事にふさわしい形に変形していたらしい。
それが必ずしも正しいこととは思わないが、昔
ヨーロッパの貴族やアーティストを魅了してや
まなかった日本美の世界、それらの輸出作品に
は、そのような裏話が少なくはありません。
　時代錯誤のような話をしましたが、昔から言
われている、「三つ子の魂百まで」という諺は、
最新の教育科学に合致していて、３歳までの子
供との接し方が、性格や性質に大きな影響を与
えるということはほぼ定説となっています。
　いまだに美しい日本の文字の原点は、毛筆に
よる文字の書き方です。丁寧に描く必要がある
ときは、たとえ硬筆でも筆を使う時のような人
筆や点画に気を使うのが当たり前です。幼少の
ころから毛筆を習うということは、人生100年
の大切な基礎を固めていることになるのです。
　最後に、無効作品について重ねて申し上げま
す。咋年の469点に対し今年は529点と増加しま
した。まだ大型小学校全生徒に近い数の生徒が
ステージに上ることすらできない現状がありま
す。ご指導される先生方は、お忙しいこととは
存じますが募集要項を詳しく読んでいただい
て、無効作品がさらに少なくなるようにご協力
お願いいたします。

書 道 審 査 総 評

審査委員長　 鎌　田　雨　渓

○昭和23年12月11日生
○師　宮川　翠雨
○日展入選４回
○青森県文化奨励賞
○求美集団「三游境」代表
○銀座鳩居堂

ニュージーランド・オークランド・
ロンドン・クライストチャーチ・
ニューヨーク・パリ等　個展16回
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審 査 委 員

矢　越　郁　也
○昭和24年９月11日生
○師　坂本　素雪
○下北書人会員

菊　池　翠　汀
○昭和25年９月16日生
○師　宮川　翠雨
○読売書法会理事
○翠心会理事長
○雨声会会長

○青森県書道振興会議副会長
○読売新聞社賞
○日展入選４回
○銀座鳩居堂　個展３回

米　田　井　朴
○昭和27年12月24日生
○師　宇野　雪村、稲村　雲洞
○書文化研究「寄遠會」主宰

岩　崎　栖　鷹
○昭和34年２月21日生
○師　山根　渓石
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猪　股　愛　結
黒石市立六郷小学校一年
（ＪＡ津軽みらい）

白　川　茉莉愛
藤崎町立常盤小学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

成　田　理　音
中泊町立小泊小学校三年
（ＪＡつがるにしきた）

〔評〕
大らかで力強い。
端々の要所が良くおさえられており、全体のバ
ランスがとれている。
明るく爽やかな作品です。

〔評〕
三文字のバランス良く、ていねいにのびやかな
筆使いで書かれていました。

〔評〕
日本海の夕日をイメージして書いたのでしょうか。
雄大に伸びやかに表現しました。
呼吸の連続感も気持ちの良い作品です。
名前書きも練習し、これからも頑張って下さい。

半 紙 の 部
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奈　良　ひより
青森市立浪打小学校四年
（ＪＡ青森）

酒　井　埜　愛
黒石市立黒石小学校五年
（ＪＡ津軽みらい）

佐々木　胡　春
黒石市立黒石小学校六年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
全体把握が良く、筆法は正確無比である。
スガスガしく明朗感を感じさせる立派な秀作と
云える。

〔評〕
基本的な点画がしっかりして、字画の違う漢字
と仮名の調和もとれています。
集中力の高い作品です。

〔評〕
起筆・収筆のおさえが利いて、ムダのないひき
しまった線質です。
半紙の広さを最大限に活用してスケールの大き
い作品になりました。
快作です。
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對　馬　愛　佳
弘前大学教育学部附属中学校一年
（ＪＡつがる弘前）

横　山　周　旺
弘前大学教育学部附属中学校二年
（ＪＡつがる弘前）

須　藤　大　翔
弘前大学教育学部附属中学校三年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
一画一画がしっかりと書かれて、静かなリズム
で統一されていました。

〔評〕
全体的に明るく伸びやかに書かれ、画数の少な
い文字もよく調和されていました。

〔評〕
筆の開閉がうまく、字が躍動しています。
余白のバランスもよく、きれいに紙面に収まっ
ています。
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条 幅 の 部

工　藤　莉　世
黒石市立浅瀬石小学校三年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
収筆で筆がまとまらずにばっさり
とハネたようになってしまいまし
たが、文字の形や全体の構成はた
いへんよくできていて、バランス
のよいすぐれた作品になっていま
す。

葛　西　　　龍
黒石市立黒石小学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
とめ・はね・はらいの練習をしっ
かりした後が見てとれます。
元気のよい、力強い作品です。

奈　良　智　哉
青森市立浪打小学校一年

（ＪＡ青森）
〔評〕
素直に大胆に紙面いっぱいに書く
ことができました。
堂々として大きな世界です。



－ ８ －

佐々木　胡　春
黒石市立黒石小学校六年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
一行の流れがしっかりとゆるぎが
なく、最後までゆとりのある線で
無理のない作品でした。

酒　井　埜　愛
黒石市立黒石小学校五年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
墨の使い方のうまい作品です。そ
のため一文字、一文字のリズムが
気持ち良く感じられます。
名前書きも丁寧で良く調和してい
ます。

奈　良　ひより
青森市立浪打小学校四年

（ＪＡ青森）
〔評〕
紙面いっぱいに堂々とした書きぶ
りです。
筆の鋒先をすっきりとさせ、技術
の高さと練習量の多さを感じさせ
ます。全体の流れも美しくまとめ
ました。
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川　村　亮　誠
弘前市立第一中学校三年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
筆脈が良く通り、美しい形です。
漢字に比べ平仮名がやや窮屈に感
じますが、一行の中心がよく揃い、
紙面に筆がよくくい込んだ力強い
作品になりました。

工　藤　ゆらら
黒石市立中郷中学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
文字と全体感の重心がしっかりと
らえられた立派な作品です。
筆さばきがすばらしく、一文字の
中の線の細太のある表現は見事で
す。呼吸の流れが美しく、見事で
す。

三　浦　紗　希
青森市立浦町中学校一年

（ＪＡ青森）
〔評〕
無理のない流れと全体感が持ち味
である。
細い線ながら、安定した流動性を
持っている。均整のとれた秀作で
ある。
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黒石市立黒石小学校

校　長　渡　邊　幸　司

おいらせ町立百石中学校

校　長　小山田　晋　弘

書道　小学校の部

書道　中学校の部
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半 紙 の 部

坂　下　　　晶
青森市立横内小学校一年

（ＪＡ青森）

工　藤　湖　々
平川市立猿賀小学校四年
（ＪＡ津軽みらい）

三　重　結　愛
大間町立大間小学校二年
（ＪＡ十和田おいらせ）

須　藤　真　優
青森市立三内小学校五年

（ＪＡ青森）

坪　田　陽　路
黒石市立黒石東小学校三年
（ＪＡ津軽みらい）

鎌　田　泰　輔
青森市立本郷小学校六年

（ＪＡ青森）
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古　村　日　和
青森市立浪岡中学校一年

（ＪＡ青森）

工　藤　ゆらら
黒石市立中郷中学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

佐々木　七　海
弘前市立第一中学校三年
（ＪＡつがる弘前）
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工　藤　俐　亜
黒石市立中郷小学校一年
（ＪＡ津軽みらい）

白　川　茉莉愛
藤崎町立常盤小学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

鬼　栁　幹　太
八戸市立湊小学校三年
（ＪＡ八戸）

三　上　瑠　羽
板柳町立板柳南小学校四年
（ＪＡ津軽みらい）

佐　藤　舞　子
黒石市立黒石小学校五年
（ＪＡ津軽みらい）

佐　藤　仁　理
青森市立浪岡北小学校六年

（ＪＡ青森）

条 幅 の 部
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野　呂　果　凛
板柳町立板柳中学校一年
（ＪＡ津軽みらい）

木　村　瑠　花
藤崎町立藤崎中学校二年
（ＪＡつがる弘前）

佐々木　七　海
弘前市立第一中学校三年
（ＪＡつがる弘前）
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半 紙 の 部

佐々木　智　江
おいらせ町立木ノ下小学校一年
（ＪＡ十和田おいらせ）

守　谷　友　希
青森市立千刈小学校四年

（ＪＡ青森）

秋　元　陽茉莉
青森市立橋本小学校二年

（ＪＡ青森）

佐　藤　舞　子
黒石市立黒石小学校五年
（ＪＡ津軽みらい）

山　谷　　　晃
弘前大学教育学部附属小学校三年

（ＪＡつがる弘前）

佐　藤　仁　理
青森市立浪岡北小学校六年

（ＪＡ青森）
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工　藤　未　蘭
藤崎町立藤崎中学校一年
（ＪＡつがる弘前）

前　田　麗　美
私立青森明の星中学校二年

（ＪＡ青森）

野　呂　彩　乃
つがる市立木造中学校三年
（ＪＡごしょつがる）
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条 幅 の 部

猪　股　愛　結
黒石市立六郷小学校一年
（ＪＡ津軽みらい）

笹　森　琉　愛
黒石市立六郷小学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

平　川　みずほ
田舎館村立田舎館小学校三年
（ＪＡ津軽みらい）

葛　西　美輝翔
田舎館村立田舎館小学校四年
（ＪＡ津軽みらい）

小　山　祐加子
弘前大学教育学部附属小学校五年
（ＪＡつがる弘前）

鎌　田　泰　輔
青森市立本郷小学校六年

（ＪＡ青森）
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髙　坂　真　愛
青森市立浦町中学校一年

（ＪＡ青森）

横　山　周　旺
弘前大学教育学部附属中学校二年
（ＪＡつがる弘前）

須　藤　大　翔
弘前大学教育学部附属中学校三年
（ＪＡつがる弘前）
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青森市立戸山西小学校一年 佐　藤　澄　空
青森市立浪打小学校一年 奈　良　智　哉
五所川原市立金木小学校一年 尾　野　加　依
青森市立浦町小学校二年 伊　藤　慈　恩
弘前市立千年小学校二年 下　山　さくら
黒石市立黒石小学校二年 葛　西　　　龍
青森市立大野小学校三年 髙　坂　季　良
青森市立長島小学校三年 盛　　　凪栞子
平川市立松崎小学校三年 對　馬　玄　翔
黒石市立黒石東小学校四年 石　田　乃　笑
田舎館村立田舎館小学校四年 葛　西　美輝翔
八戸市立図南小学校四年 森　　　菜々子
青森市立沖館小学校五年 加賀谷　空　駕
青森市立戸山西小学校五年 佐　藤　風　梢

黒石市立黒石小学校五年 須　藤　心　優
弘前市立時敏小学校六年 花　田　ほのか
平川市立金田小学校六年 原　田　夏　緒
藤崎町立常盤小学校六年 横　山　龍　桜
私立青森明の星中学校一年 𠮷　崎　　　華
藤崎町立明徳中学校一年 三　浦　　　葵
むつ市立田名部中学校一年 渡　辺　桜　子
板柳町立板柳中学校二年 佐　藤　ほのか
むつ市立川内中学校二年 三津谷　　　楓
むつ市立田名部中学校二年 真　手　向日葵
青森市立横内中学校三年 中　村　碧　杜
弘前市立第一中学校三年 川　村　亮　誠
黒石市立黒石中学校三年 神　　　克　彦

青森市立浪岡野沢小学校一年 齋　藤　友里愛
黒石市立六郷小学校一年 木　立　愛　琉
田舎館村立田舎館小学校一年 安　田　風　雅
藤崎町立藤崎小学校二年 木　村　花　音
藤崎町立藤崎中央小学校二年 村　上　莉世愛
藤崎町立常盤小学校二年 三　浦　留　花
弘前大学教育学部附属小学校三年 山　谷　　　晃
黒石市立黒石小学校三年 須　藤　圭　胤
板柳町立板柳南小学校三年 野　呂　莉　桜
青森市立堤小学校四年 柳　本　千　明
青森市立浪岡野沢小学校四年 齋　藤　大　河
青森市立横内小学校四年 花　田　年　男
弘前市立致遠小学校五年 赤　川　愛　果
弘前市立福村小学校五年 中　田　吏　紀

黒石市立黒石小学校五年 須　藤　心　優
藤崎町立藤崎中央小学校六年 村　上　杏梨愛
黒石市立追子野木小学校六年 葛　西　あいら
三沢市立木崎野小学校六年 木　津　みなみ
弘前大学教育学部附属中学校一年 對　馬　愛　佳
弘前大学教育学部附属中学校一年 酒　井　陽　斗
田舎館村立田舎館中学校一年 中　山　佑　介
私立青森明の星中学校二年 前　田　麗　美
藤崎町立藤崎中学校二年 村　上　愛琉羽
三沢市立堀口中学校二年 高　島　晃　平
弘前大学教育学部附属中学校三年 石　黒　佑　華
五所川原市立五所川原第一中学校三年 山　谷　ひびき
十和田市立十和田中学校三年 小比類巻　　稜

半 紙 の 部

条 幅 の 部

応 募 状 況

参　加　校

小学校 270
中学校 109

計 379

区　分
応募点数

小学校 中学校 計
半紙の部 8,084 1,032 9,116
条幅の部 　453 　220 　673

計 8,537 1,252 9,789



－ 20 －

審査を終えて
　今年の夏は異常な暑さのため、毎日の生活も
クーラー冷房なしには過ごせないほどでした。
この酷暑が農作物の生育に悪影響を及ぼさなけ
ればと心配しましたが、お米の出来ぐあいは良
好と伝えられとりあえずほっとしました。
　さて、子どもたちにとって毎日の生活の中で、
命を支える食育や食の安全と同時に交通安全・
事故防止は欠かすことができない事がらです。
ポスターづくりを通して子どもたちが交通安全
などについて、どのような意識でどのように取
り組んだか審査しました。そして、子どもの視
点でどのように表現したかを見ました。
　その場合、学年や発達段階によって特に小学
低学年と中高学年では、もののとらえ方や表現
のしかたが大きく異なります。低学年ではポス
ターとして上手な作品よりも、自分の考えを
はっきりと大胆に表した作品の方が目にとまり
ます。ただし、大胆な表現とはそまつとか乱雑
さとは違うことを知ってほしいと思います。
　小学高学年や中学校になると抽象的な思考

（考え方）が発達してくるので、物事のストレー
トな表現以上に作品を見る人へ問いかけや暗示
が加わり、作品としての質に深みが加わります。
ただ注意して欲しいのは、表現思考や技法に凝
り過ぎると逆にわかりにくい作品になってしま
うので、気をつけたほうがよいでしょう。

　今審査にあたって特徴的なことがらを少し述
べると、ひとつは最近話題の「あおり運転」を
テーマ（題材）にしたタイムリーな作品が出品
されたことです。もうひとつは、取り上げた
テーマの文章（コピ一、キャッチコピーともい
う）表現の新鮮さです。例をあげると、シート
ベルトの着装確認で「わたししめたよ　パパし
めた？」（小３）、高齢者の運転に「じいちゃん　
だいじょうぶ ?」（小２）、「止まれの標識　ちゃ
んと見た ?」（小６）、また、高齢者の免許証返
納で「まだ大丈夫から　もう大丈夫へ」（小６）、

「危ない　と思ったら免許返納　する勇気」（中
２）など、簡潔でわかりやすい表現で感心しま
した。
　最後にまとめとして、今回全体の応募点数や
参加校数は昨年に比べてやや減少したがそれで
も小学校の場合、県内全学校数の４割近くが参
加してくれたことはうれしいことでした。中学
校の場合は中学校特有のさまざまな制約があっ
て制作時間の確保が困難なようですが、それで
も200点近くの応募があったことを喜ぶべきで、
子どもたちの制作意欲を高く評価したいと思い
ます。そして、応募にあたって協力されたみな
さんに心より感謝申し上げます。
　受賞されたみなさん、おめでとう。
　今後もさらに意欲的に作品づくりに励んでく
れることを期待します。

交通安全ポスター審査総評

審査委員長　 宮　本　益　衛

○昭和12年７月１日生

○デザイングループ’60会員

○教美展運営委員

○県展デザイン部門運営委員
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審 査 委 員

古　川　雅比古
○昭和26年４月７日生
○グループ螺子会員

長　尾　健　史
○昭和50年４月16日生
○青森県警察本部　交通部交通企画課　課長補佐

小　林　　　裕
○昭和27年５月13日生
○一般財団法人青森県交通安全協会　専務理事
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山　下　栞　和
西目屋村立西目屋小学校一年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
「うますぎる！」という、
審査員一同の声でした。
まじめに、ていねいに、よ
く考えて、こつこつ仕上げ
ましたね。
とてもきれいな作品に仕上
がりました。

本　木　柚　羽
むつ市立関根小学校三年
（ＪＡ十和田おいらせ）

〔評〕
図柄をしっかり考えて描き、
ていねいに着色した様子がわ
かります。
運転手のお酒を断る固い意志
が表情から伝わってきます。

福　地　咲　文
弘前市立致遠小学校二年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
可愛い子どもたちが、忘れ
ずにシートベルトを装着す
る瞬間を「うしろもガッ
チャン」と表現したアイデ
アに花まる！
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齋　藤　漱　琉
弘前市立千年小学校四年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
最近話題の「あおり運転」
を取り上げたポスターです
が、ドライバーと車の恐い
顔が刺激的です。

田　中　　　櫂
青森市立横内小学校六年
（ＪＡ青森）

〔評〕
あおり運転の恐怖感がよく表現
されています。
図がらもよく描かれています。

對　馬　琴　凜
青森市立横内小学校五年
（ＪＡ青森）

〔評〕
とても温かな家族の様子が、一人一
人の表情から伝わってきます。
今、話題の「免許返納」のテーマが
より一層生きてきます。
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外　﨑　　　新
むつ市立大湊中学校一年
（ＪＡ十和田おいらせ）

関　口　実　佳
八戸市立第一中学校三年
（ＪＡ八戸）

〔評〕
高齢者の免許返納の様子が
ほのぼのとした印象を与
え、好ましい作品です。

〔評〕
迫力ある構図ですね。
ランドセルと左右の文字の
赤がさらに緊張感を際立た
せ、一瞬で目を引きつける
作品になっています。

横　野　彩　音
南部町立福地中学校二年
（ＪＡ八戸）

〔評〕
ドライブレコーダーをテー
マにした独創的な表現に、
審査員一同注目した作品で
す。
レタリングがもう少してい
ねいだと完璧です。
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弘前市立時敏小学校

校　長　木　村　文　宣

むつ市立大湊中学校

校　長　千吉良　　　岳

交通安全ポスター　小学校の部

交通安全ポスター　中学校の部
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四ツ谷　秋　桜
東通村立東通小学校一年
（ＪＡ十和田おいらせ）

福　井　康　太
弘前市立時敏小学校二年
（ＪＡつがる弘前）

小山内　咲　歩
弘前市立豊田小学校三年
（ＪＡつがる弘前）

澤　口　卯　月
青森市立浜田小学校四年

（ＪＡ青森）

赤　川　愛　果
弘前市立致遠小学校五年
（ＪＡつがる弘前）石　川　茉　弥

弘前大学教育学部附属小学校六年
（ＪＡつがる弘前）
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木　村　優　斗
青森市立佃中学校一年
（ＪＡ青森）

對　馬　修　誠
青森市立横内中学校二年

（ＪＡ青森）

石　黒　結　子
弘前大学教育学部附属中学校三年
（ＪＡつがる弘前）
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三　上　恭　可
つがる市立柏小学校一年
（ＪＡつがるにしきた）

葛　西　日　彩
大鰐町立大鰐小学校二年
（ＪＡつがる弘前）

佐々木　慶　次
弘前市立城西小学校三年
（ＪＡつがる弘前）

小　堀　和　華
弘前市立大成小学校四年
（ＪＡつがる弘前）

葛　西　陽　葵
平川市立碇ケ関小学校五年
（ＪＡつがる弘前）

山　下　　　咲
弘前市立大和沢小学校六年
（ＪＡつがる弘前）



－ 29 －

久　保　遥　菜
十和田市立切田中学校一年
（ＪＡ十和田おいらせ）

城　前　まり杏
青森市立三内中学校二年

（ＪＡ青森）

柾　木　道　晴
弘前大学教育学部附属中学校三年
（ＪＡつがる弘前）
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むつ市立第一田名部小学校一年 南　谷　龍　伸
三沢市立木崎野小学校一年 橋　口　星　空
八戸市立白銀小学校一年 成　田　圭　吾
弘前市立時敏小学校二年 河　原　正　浩
弘前市立致遠小学校二年 佐　藤　彩　妃
つがる市立森田小学校二年 丹　代　夕加里
むつ市立大平小学校三年 石　田　杏　桃
むつ市立第二田名部小学校三年 大　友　り　く
六戸町立大曲小学校三年 相　馬　佳優良
青森市立戸山西小学校四年 葛　西　桜　和
弘前市立第三大成小学校四年 山　内　や　や
むつ市立大湊小学校四年 木　谷　橙二郎
黒石市立中郷小学校五年 山　内　夢　依
つがる市立瑞穂小学校五年 開　米　智　康

八戸市立白銀小学校五年 成　田　侑　愛
弘前市立北小学校六年 鍋　田　歩　花
弘前市立第三大成小学校六年 小　野　彩　花
弘前市立文京小学校六年 小田桐　更　紗
青森市立横内中学校一年 糸　澤　　　蓮
三沢市立第一中学校一年 ⻆　田　裕　貴
三沢市立第一中学校一年 柏　崎　美　紀
青森市立佃中学校二年 鷲　尾　華　の
鶴田町立鶴田中学校二年 長　内　保乃楓
三沢市立第一中学校二年 前川原　姫　典
弘前大学教育学部附属中学校三年 吉　田　凱　翔
弘前大学教育学部附属中学校三年 佐々木　皓　成
八戸市立三条中学校三年 小笠原　理　子

応 募 状 況
区　　分 参　加　校 応 募 点 数

小　学　校 113 461
中　学　校  20 195

計 133 656
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